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深
江
の
過
去
と
現
在
の
景
観
を
め
ぐ
る

～
「
古
写
真
か
ら
た
ど
る
深
江
」
展
の
内
容
紹
介
～

神
戸
大
学
文
学
部
准
教
授
　
　

菊
　
地
　
　
　
真

は
じ
め
に

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
度
、
神
戸
大
学
海
事
博
物
館
に
お
い
て
、
企
画
展

「
古
写
真
か
ら
た
ど
る
深
江
」
を
開
催
し
た
。
海
事
博
物
館
は
海
や
船
に
関
す
る
展

示
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
大
学
の
あ
る
地
元
、
深
江
地
区
を
取
り
上
げ
た
。

『
本
庄
村
史
』
な
ど
を
手
掛
か
り
に
、
古
写
真
や
地
図
を
片
手
に
街
な
か
を
歩
き
、

過
去
と
現
在
を
対
比
さ
せ
、
思
考
を
巡
ら
せ
た
。
こ
こ
で
は
展
示
概
要
を
紹
介
し
、

学
生
た
ち
と
見
出
し
た
深
江
の
景
観
の
一
端
を
ご
紹
介
し
た
い（

１
）。

深
江
と
い
う
場
所－－－

土
地
の
履
歴
と
景
観
か
ら
の
思
考

　
近
世
に
あ
っ
た
深
江
村
は
、
明
治
の
市
制
町
村
制
に
よ
っ
て
西
青
木
村
、
青
木

村
と
合
併
し
、
本
庄
村
が
誕
生
し
た
の
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の

農
村
が
次
第
に
住
宅
や
工
場
が
立
ち
並
ぶ
、
阪
神
間
の
都
市
域
へ
と
変
貌
し
て
い
っ

た
。
大
正
期
に
は
川
崎
商
船
学
校
が
設
立
さ
れ
、
以
後
、
神
戸
高
等
商
船
学
校
、

戦
後
の
神
戸
商
船
大
学
、
そ
し
て
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
海
技
者
を
目
指
す
多
く

の
若
者
も
集
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
戦
後
は
戦
災
復
興
の
な
か
、
神
戸
市
に
合
併
し
て
神
戸
市
東
灘
区
の
一
部
と
な
っ

た
。
神
戸
市
の
東
部
海
浜
埋
立
事
業
で
誕
生
し
た
埋
立
地
は
、
深
江
に
漁
業
の
終

焉
を
も
た
ら
し
た
が
、
臨
海
工
業
都
市
と
し
て
の
新
た
な
立
ち
位
置
を
与
え
て
い

る
。
埋
立
地
で
あ
る
御
影
・
魚
崎
・
深
江
の
浜
町
は
、
各
種
工
場
あ
る
い
は
物
流

セ
ン
タ
ー
が
立
ち
並
び
、
深
江
浜
町
に
は
神
戸
市
東
部
中
央
卸
売
市
場
も
置
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
工
場
等
で
は
、
外
国
人
労
働
者
が
多
く
雇
用
さ
れ
て
お
り
、

深
江
一
帯
は
外
国
人
の
町
と
い
う
、
新
た
な
側
面
も
見
せ
て
い
る（

２
）。

　
深
江
と
い
う
場
所
は
、
深
江
村
や
本
庄
村
と
い
う
近
世
・
近
代
の
土
地
と
居
住

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

二
四
年
が
経
過
し
、
古
く
か
ら
の
住
民
に
加
え
、
こ
こ
二
〇
年
来
に
移
り
住
ん
で

き
た
新
し
い
住
民
、
外
国
か
ら
の
移
民
、
学
生
・
留
学
生
な
ど
な
ど
、
多
種
多
様

な
人
々
に
よ
っ
て
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
阪
神
線

の
高
架
化
工
事
も
進
む
現
在
、
深
江
は
以
前
と
異
な
る
風
景
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
都
市
化
著
し
い
深
江
に
は
、
な
お
も
昔
と
変
わ
ら
な
い
景

観
が
あ
り
、
土
地
の
履
歴
を
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
る
。
新
た
な
「
深
江
」
と
い
う

場
所
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
に
、
そ
の
よ
う
な
、
か
つ
て
の
深
江
の
様
相
が
何
か

の
参
考
に
な
る
の
で
は
、
と
考
え
て
い
る
。

受
け
継
が
れ
る
神
社
と
景
観

　
本
庄
村
を
構
成
し
た
、
か
つ
て
の
西
青
木
村
・
青
木
村
・
深
江
村
に
は
、
春
日

神
社
、
八
坂
神
社
、
大
日
霊
女
神
社

が
古
く
か
ら
祀
ら
れ
て
き
た
。
深
江

一
帯
が
時
代
と
共
に
大
き
く
変
貌
す

る
な
か
で
、
神
社
は
場
所
を
変
え
ず

に
今
も
た
た
ず
ん
で
い
る
。

　
春
日
神
社
は
天
上
川
沿
い
に
位
置

す
る
。
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年

の
阪
神
大
水
害
の
記
念
碑
を
境
内
に

残
し
、
社
殿
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
被
害
を
受
け
、
神
戸
の
二
つ
の
自

然
災
害
の
記
憶
を
た
ど
れ
る
場
と
も

な
っ
て
い
る
。
近
隣
に
地
蔵
講
の
地

蔵
が
大
切
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
も
、

こ
こ
に
住
む
方
々
の
信
仰
や
旧
来
か

写真１　区画整理前の八坂神社（昭和38年）『本庄村史』より
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ら
の
生
活
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
八
坂
神
社
は
、
国
道
四
三
号
線
・
阪
神
高
速
の
開
通
に
よ
っ
て
、
バ
イ
パ
ス
道

路
の
目
の
前
に
鳥
居
を
構
え
る
が
、
鳥
居
か
ら
南
を
よ
く
見
れ
ば
、
深
江
浜
を
向

い
て
い
る
の
が
良
く
わ
か
る
。
か
つ
て
魚
な
ど
が
水
揚
げ
さ
れ
、
戦
後
は
東
神
戸

フ
ェ
リ
ー
埠
頭
と
し
て
、
四
国
や
九
州
方
面
へ
の
船
着
き
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た

沿
岸
は
、
現
在
は
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ワ
ー
フ
と
い
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
八
坂
神
社
裏
に
は
青
木
の
地
区
会
館
が
隣
接
す
る
が
、
神
社
と
会
館
の

間
に
、
実
は
も
う
一
つ
、
渋
い
赤
色
の
火
の
見
櫓
が
立
っ
て
い
る
。
一
九
六
三
（
昭

和
三
八
）
年
の
写
真
に
写
っ
て
お
り
、
五
〇
年
以
上
も
、
神
社
と
と
も
に
青
木
を

見
守
っ
て
来
た
。

　
大
日
霊
女
神
社
は
大
日
如
来
を
軸
と
し
た
神
社
で
あ
る
。
阪
神
深
江
駅
前
の
社

殿
は
ひ
と
き
わ
目
立
つ
存
在
だ
が
、
深
江
の
旧
集
落
は
神
社
東
側
に
広
が
っ
て
お

り
、
今
の
駅
前
は
村
は
ず
れ
で
あ
っ
た
と
知
る
人
は
、
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
。

五
月
に
深
江
で
も
曳

き
ま
わ
さ
れ
る
だ
ん

じ
り
は
、
最
近
は
子

供
や
女
性
の
曳
き
手

で
も
知
ら
れ
る
。
元

来
、
甲
南
山
手
駅
の

北
側
に
あ
る
森
稲
荷

神
社
の
例
大
祭
で
あ

る
が
、
こ
の
稲
荷
神

は
、
昔
は
深
江
村
の

氏
神
で
あ
り
、
森
稲
荷
神
社
の
御
幣
が
洪
水
で
深
江
浜
に
流
れ
着
い
た
際
、
氏
子

た
ち
が
浜
の
松
並
木
の
と
こ
ろ
で
踊
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
説
話
が
甲
南
山
手
か

ら
深
江
ま
で
の
場
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
こ
の
言
い
伝
え
を

残
す
の
が
、
神
戸
大
学
海
事
科
学
部
の
敷
地
端
に
立
つ
、
踊
り
松
の
碑
で
あ
る
。

戦
前
は
立
派
な
松
が
生
い
茂
り
、
深
江
・
青
木
・
西
青
木
の
集
落
を
つ
な
ぐ
浜
街

道
に
沿
っ
て
松
並
木
を
な
し
て
い
た
が
、
現
在
は
後
に
植
え
ら
れ
た
本
庄
小

学
校
の
数
本
の
松
と
、
石
碑
と
が
往
時
を
伝
え
て
い
る
。

　
町
は
明
治
か
ら
平
成
と
変
化
し
て
き
た
が
、
神
社
の
景
観
は
さ
ほ
ど
大
き

く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
各
神
社
は
信
仰
の
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
祭
り
な
ど

の
地
域
行
事
で
人
々
が
交
流
す
る
場
と
し
て
維
持
・
継
承
さ
れ
続
け
て
お
り
、

住
民
た
ち
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
と
い
う
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の

側
面
を
、
大
日
霊
女
神
社
の
例
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
　
大
日
霊
女
神
社
と
人
び
と
の
関
わ
り

　
深
江
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
が
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
明
治
以
降
の
都
市
化

で
そ
の
場
を
失
っ
た
神
社
や
祠
は
現
在
、
多
く
が
大
日
霊
女
神
社
に
集
め
ら

れ
て
い
る
。
神
々
と
、
年
中
行
事
、
深
江
地
域
の
民
俗
性
（
こ
こ
で
は
神
々

や
行
事
に
結
び
つ
い
て
い
る
信
仰
の
性
格
、
あ
る
い
は
生
業
の
特
徴
と
い
っ

写真２　踊り松　神戸高等商船学校敷地
　　 　内、奥に見えるのは金毘羅宮

図１　旧本庄村の神社（明治44年発行の地形図
による）阪神深江駅前に大日霊女神社が見
える。深江の集落は浜街道沿いと海浜部に
それぞれ広がる。青木、西青木の各集落の
北寄りに、八坂神社、春日神社が位置する。
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た
意
味
）
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
深
江
の
住
民
た
ち
の
生
活
サ
イ

ク
ル
と
行
事
が
密
接
に
結
び
つ
き
、
信
仰
の
カ
タ
チ
が
次
代
へ
と
つ
な
が
れ
て
き

た
の
が
分
か
る
。

　
山
の
神
（
大
山
祇
大
神
）
は
、
深
江
と
有
馬
を
つ
な
ぐ
生
活
道
路
で
あ
っ
た
魚

屋
道
沿
い
の
山
中
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
稲
荷
神
は
森
稲
荷
神
社
の
神
の
ほ
か
、
踊

り
松
の
た
も
と
に
祀
ら
れ
て
い
た
白
玉
稲
荷
神
社
も
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に

塞
の
神
や
、
漁
師
が
信
仰
し
て
い
た
戎
大
神
も
あ
る
。
神
々
だ
け
で
な
く
、
道
標
・

記
念
碑
・
石
碑
な
ど
の
石
造
物
ま
で
も
が
、「
深
江
史
の
庭
」
と
し
て
神
社
の
一
角

に
集
め
ら
れ
、
現
在
の
大
日
霊
女
神
社
の
境
内
は
、
非
常
に
賑
や
か
で
あ
る
。
こ

の
背
景
に
は
、
大
日
霊
女
神
社
が
「
大
日
ツ
ァ
ン
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
、

深
江
の
人
び
と
の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
大
日
霊
女
神
社
と

人
び
と
の
長
い
関
係
性
が
、
神
々
の
集
う
場
と
い
う
、
現
在
の
新
た
な
役
割
を
支

え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

魚
屋
道

　
現
在
、
大
日
霊
女
神
社
の
敷
地
脇
に
立
て
ら

れ
て
い
る
魚
屋
道
の
石
碑
は
、
深
江
と
近
郊
地

域
を
つ
な
い
で
き
た
、
道
の
役
割
の
変
化
を
教
え
て
く
れ
る
。

　
魚
屋
道
は
、
江
戸
時
代
か
ら
灘
と
、
温
泉
地
で
有
名
な
有
馬
を
結
ん
で
き
た
、

東
六
甲
の
山
越
え
ル
ー
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
い
わ
ば
抜
け
道
と
し
て

使
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
周
辺
の
宿
場
な
ど
と
争
論
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
明
治

時
代
に
な
る
と
往
来
が
自
由
と
な
り
、
深
江
浜
の
新
鮮
な
魚
を
有
馬
に
運
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
魚
屋
道
と
呼
ば
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
明
治
以
降
は
同

時
に
、
鉄
道
と
の
競
争
を
強
い
ら
れ
た
。

　
は
じ
め
は
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
国
鉄
住
吉
駅
設
置
で
あ
る
。
有
馬
へ

向
か
う
旅
人
は
住
吉
駅
か
ら
北
上
し
、
七
曲
り
入
口
か
ら
魚
屋
道
へ
と
合
流
し
た
。

次
の
変
化
は
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
の
阪
鶴
鉄
道
で
あ
る
。
神
崎
・
福
知

山
間
に
開
通
し
た
こ
の
路
線
に
生
瀬
駅
、
三
田
駅
が
設
け
ら
れ
た
。
生
瀬
は
古
来
、

有
馬
へ
の
東
の
入
り
口
で
あ
っ
た
。
魚
屋
道
な
ど
の
南
北
路
に
と
っ
て
、
阪
鶴
鉄

道
を
利
用
し
た
有
馬
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
は
、
旅
客
を
減
じ
さ
せ
る
元
と
な
っ

た
。
次
い
で
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

に
有
馬
軽
便
鉄
道
、
昭
和
三
（
一
九
二

八
）
年
に
神
戸
電
鉄
三
田
線
、
有
馬
線

が
開
通
す
る
。
三
田
あ
る
い
は
神
戸
経

由
で
有
馬
へ
向
か
う
鉄
道
ル
ー
ト
が
整

備
さ
れ
た
結
果
、
有
馬
へ
の
旅
客
を
は

じ
め
と
し
た
輸
送
の
便
は
、
鉄
道
が
主

体
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
魚
屋
道

は
、
徐
々
に
忘
れ
ら
れ
た
道
と
な
っ
て

い
っ
た
。

　
交
通
路
と
し
て
、
一
度
は
そ
の
役
割

を
終
え
た
魚
屋
道
だ
が
、
し
か
し
現
在

は
再
び
、
登
山
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
神
戸
市
に
よ
る
昭
和
四
八
（
一
九

図２　大日霊女神社に集められている神々
と深江とのつながり　　　　
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七
三
）
年
の
自
然
歩
道
、「
太
陽
と
緑
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
っ
て
、
魚
屋
道

も
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
見
直
さ
れ
て
き
た
。
当
時
は
、
戦
後
の
四
大
公
害

に
代
表
さ
れ
る
環
境
悪
化
の
な
か
、
自

然
を
見
直
し
、
自
然
に
親
し
む
自
然
歩

道
が
、
環
境
保
護
・
自
然
保
護
思
想
の

高
ま
り
の
中
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

神
戸
市
の
太
陽
と
緑
の
道
や
、
兵
庫
県

に
も
ま
た
が
る
近
畿
自
然
歩
道
な
ど
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
在
で
も
、
魚
屋

道
は
役
割
を
変
え
な
が
ら
、
人
び
と
に

利
用
さ
れ
、
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

戦
前
の
深
江：

村
か
ら
都
市
へ

　
最
後
に
、
近
代
の
深
江
の
景
観
変
化

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
大
正
・

昭
和
初
期
に
か
け
て
、
深
江
一
帯
は
、

「
村
」
か
ら
「
都
市
」
へ
と
変
わ
っ
て
来

た
。

　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、
室
戸
台
風
が
本
庄
村
を
襲
っ
た
。
耕
地
も
多
く
が

高
潮
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
が
、
地
主
は
耕
地
を
復
旧
さ
せ
ず
に
、
土
地
を
転
売

す
る
こ
と
で
利
潤
の
追
求
を
図
り
、
小
作
争
議
が
昭
和
一
八
年
ご
ろ
ま
で
頻
繁
に

起
こ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
深
江
に
は
次
第
に
、
住
宅
地
や
工
場
が
数
を
増
し
、
神

戸
近
郊
の
都
市
域
と
し
て
の
様
相
を
強
め
て
い
っ
た
。
深
江
か
ら
隣
の
芦
屋
に
か

け
て
は
、
大
正
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
深
江
文
化
村
な
ど
、
洋
風
の
住
宅
も
海
浜
部

に
立
ち
並
ん
で
い
た
が
、
郊
外
住
宅
地
と
し
て
の
景
観
が
よ
り
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

な
お
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
の
地
図
で
は
、
川
西
航
空
機
の
工
場
が
特
に
目

立
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
展
示
で
は
、
生
活
文
化
史
料
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
写
真
を
借
用
さ
せ
て
頂
い

た
。
大
国
館
長
ほ
か
、
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
今
回
は
地
元

の
資
料
が
豊
富
で
、
過
去
と
現
在
の
対
比
も
容
易
だ
っ
た
。
一
方
で
近
年
の
様
子

に
つ
い
て
情
報
が
少
な
い
分
、
現
在
の
景
観
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
自
分
た
ち
で

学
び
、
考
察
す
る
機
会
と
な
っ
た
点
が
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
神
戸
大
学
海

事
科
学
部
は
、
前
身
の
商
船
大
学
時
代
か
ら
、
地
元
と
の
繋
が

り
は
強
い
が
、
海
事
博
物
館
と
し
て
こ
れ
ま
で
、
活
動
協
力
す

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
こ
れ
を
機
会
に
深
江
、
あ

る
い
は
生
活
文
化
史
料
館
と
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強
め
て
い

け
れ
ば
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

（
注
）

　
１
　
展
示
は
本
学
学
生
を
中
心
に
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
文
も
学
生
た
ち
の
成
果
に
多
く
を
依
っ
て
い
る
こ
と
を

付
記
す
る
。

　
２
　
近
年
の
外
国
人
増
加
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
西
堀
に
よ

る
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

写真４　戦前の深江
　正面が神戸高等商船学校。まだ川西航空機の工場が建
設されていない。

図３　戦前における深江の景観変化
　上は昭和７（1932）年、下は昭和24（1949）
年の地図。次第に耕地が減少し、工場や宅
地が増加しているのが読み取れる。


